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丸
山
眞
男
文
庫
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て

平

石

直

昭

Ⅰ

は
じ
め
に

―
こ
の
主
題
を
選
ん
だ
理
由

丸
山
文
庫
の
記
念
講
演
会
は
一
九
九
九
年
に
第
一
回
が
開
か
れ
て
以
来
、
昨
年

ま
で
に
一
六
回
を
数
え
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
丸
山
文
庫
自
体
が
取
り
あ
げ
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
所
蔵
資
料
の
調
査
や
整
理
、
公
開
が
途
上
に

あ
り
、
文
庫
の
全
体
像
を
語
る
の
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
し
か
し
二

〇
一
二
年
度
か
ら
東
京
女
子
大
学
は
、
文
科
省
の
私
立
大
学
支
援
事
業
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て
お
り
、
そ
の
副
題
は
「
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
構
築
と
活
用
」
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
て
か
ら

四
年
半
の
間
に
、
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
非
常
に
進
み
、
そ
れ
を
活

用
し
た
成
果
も
い
ろ
い
ろ
出
て
い
る
。
今
で
は
文
庫
の
資
料
は
（
privacy
に
関

わ
る
も
の
を
除
い
て
）
全
面
公
開
さ
れ
、
丸
山
の
自
筆
草
稿
類
は
、
各
自
の
パ
ソ

コ
ン
画
面
上
で
自
由
に
検
索
し
読
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
考

え
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
括
す
る
こ
の
シ
ン
ポ
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た

今
年
の
講
演
会
は
、
丸
山
文
庫
の
意
義
を
問
う
よ
い
機
会
と
い
え
よ
う
。

た
だ
丸
山
文
庫
の
意
義
を
論
ず
る
に
は
、
そ
も
そ
も
「
丸
山
文
庫
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
明
確
な
理
解
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
学
問
的
な
議
論
は
ま
ず
定
義
か
ら

始
ま
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
点
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る

の
は
、
丸
山
文
庫
の
あ
り
方
が
固
定
的
・
静
止
的
で
な
く
、
不
断
に
変
化
し
発
展

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
方
面
に
お
よ
ぶ
。
管
理
運
営
組
織
の
変
化
、

予
算
的
な
裏
付
け
の
多
様
さ
（
寄
付
金
、
外
部
資
金
、
女
子
大
の
特
別
予
算
措
置

な
ど
）、
所
蔵
資
料
の
変
化
（
追
加
寄
贈
）、
調
査
・
整
理
や
実
務
メ
ン
バ
ー
の
変

化
、
資
料
調
査
の
進
捗
状
況
や
公
開
方
法
の
変
化
な
ど
。
さ
ら
に
女
子
大
は
丸
山

文
庫
の
関
連
事
業
と
し
て
、
公
開
読
書
会
（
な
い
し
研
究
会
）
や
公
開
授
業
を
開

い
て
お
り
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
も
毎
年
出
し
て
い
る
。
丸
山
文
庫
の
意
義
や
可
能

性
を
十
分
に
論
ず
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
時
間
の
都
合
も
あ
り
、
以
下
で
は
、
丸
山
文
庫
が
女
子
大
に
設
置
さ
れ
る

に
至
っ
た
経
緯
や
関
連
す
る
主
な
動
き
を
の
べ
、
つ
い
で
文
庫
の
コ
ア
を
な
す
丸

山
の
蔵
書
と
草
稿
資
料
類
に
関
し
て
、
調
査
か
ら
公
開
ま
で
の
過
程
を
紹
介
し
、

そ
の
上
で
文
庫
の
意
義
や
可
能
性
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

丸山眞男文庫の意義と可能性について（平石直昭）

115



115_「知識人と教養」_平石直昭氏.mcd  Page 2 17/03/02 13:28  v5.51

Ⅱ

丸
山
眞
男
文
庫
の
設
置
ま
で
の
経
緯

丸
山
眞
男
が
一
九
九
六
年
八
月
一
五
日
に
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
の
旧
蔵
書
や
草

稿
資
料
類
の
受
け
入
れ
先
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
人
が
奔
走
し
た
。
し
か
し
最
終

的
に
ゆ
か
里
夫
人
の
意
向
に
よ
り
、
東
京
女
子
大
学
へ
の
寄
贈
が
決
ま
っ
た
。
そ

し
て
一
九
九
八
年
九
月
に
女
子
大
で
受
贈
式
が
行
わ
れ
、
当
時
の
船
本
弘
毅
学
長

と
ゆ
か
里
夫
人
と
の
間
に
「
覚
書
」
が
と
り
か
わ
さ
れ
た
。
夫
人
の
挨
拶
に
よ
れ

ば
、
生
前
の
丸
山
は
、
自
分
の
蔵
書
は
著
名
大
学
よ
り
も
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
充

実
に
苦
し
ん
で
い
る
新
設
大
学
や
研
究
機
関
、
あ
る
い
は
自
治
体
の
図
書
館
に
贈

り
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
東
京
女
子
大
学
に
貰
っ
て
も
ら
え
な
い

か
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
丸
山
が
こ
の
気
持
ち
を
告
げ
た

の
は
、
女
子
大
の
卒
業
生
で
、
丸
山
家
の
秘
書
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
牛
田
尚

子
氏
に
対
し
て
だ
っ
た
。

こ
の
話
が
牛
田
氏
か
ら
ゆ
か
里
夫
人
に
伝
わ
り
、
寄
贈
先
の
候
補
と
し
て
女
子

大
も
あ
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
九
七
年
の
一
一
月
、
夫
人
の
意
向
を
受
け

て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
松
沢
弘
陽
教
授
が
、
東
京
女
子
大
学
の
図
書
館
長
だ
っ
た
大
隅
和
雄

教
授
に
対
し
て
受
け
入
れ
の
可
能
性
を
打
診
し
た
。
大
隅
氏
は
関
係
者
の
意
見
を

確
か
め
て
受
け
入
れ
可
能
と
判
断
し
、
松
沢
氏
に
返
事
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
一

二
月
初
め
、
ゆ
か
里
夫
人
が
、
蔵
書
そ
の
他
の
資
料
を
一
括
し
て
寄
贈
し
た
い
と

い
う
手
紙
を
書
か
れ
、
大
隅
氏
は
理
事
会
に
と
り
つ
い
だ
。
こ
う
し
て
正
式
な
受

け
入
れ
が
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

松
沢
氏
と
大
隅
氏
は
か
つ
て
北
海
道
大
学
の
同
僚
で
あ
り
、
読
書
会
を
組
織
す

る
な
ど
懇
意
だ
っ
た
。
日
本
中
世
思
想
史
を
専
攻
す
る
大
隅
氏
は
東
大
文
学
部
の

国
史
出
身
だ
が
、
法
学
部
の
丸
山
の
講
義
を
聴
講
す
る
な
ど
、
薫
陶
を
受
け
て
い

た
。
東
京
女
子
大
学
に
丸
山
文
庫
が
設
置
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
学
問
を

介
し
た
人
間
関
係
が
有
効
に
機
能
し
た
面
が
あ
る
。

女
子
大
で
は
、
丸
山
の
蔵
書
や
草
稿
資
料
類
を
収
め
る
た
め
、
図
書
館
の
地
階

に
専
用
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
し
、九
九
年
春
に
そ
の
工
事
が
完
了
し
た
。

そ
し
て
丸
山
家
か
ら
の
蔵
書
等
の
搬
入
が
始
ま
っ
た
。
丸
山
文
庫
の
設
置
に
関
し

て
、
九
八
年
九
月
と
い
う
場
合
と
九
九
年
春
と
い
う
場
合
が
あ
る
の
は
、
先
に
ふ

れ
た
受
贈
式
の
時
期
と
実
際
の
搬
入
開
始
時
期
と
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

Ⅲ

関
連
す
る
幾
つ
か
の
動
き

（
１
）
女
子
大
で
は
、
九
八
年
二
月
に
大
隅
氏
を
委
員
長
と
し
て
丸
山
眞
男
文
庫

準
備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
丸
山
文
庫
の
設
置
と
そ
の
後
の
蔵
書
や
資
料
整
理
の

問
題
に
あ
た
る
た
め
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
以
後
、
二
〇
〇
一
年
六
月
ま
で
の

間
、
こ
の
準
備
委
員
会
が
丸
山
文
庫
関
係
の
管
理
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
丸
山
家
で
は
、
資
料
の
仮
整
理
に
松
沢
望
氏
と
牛
田
氏
と
が
あ
た
り
、
丸

山
の
書
入
れ
や
折
込
み
が
あ
る
本
（
便
宜
上
、
手
沢
本
と
よ
ぶ
）
や
貴
重
書
に
栞

を
入
れ
る
な
ど
の
選
別
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
丸
山
家
に
お
け
る
蔵
書
の
配
列
状

態
を
写
真
に
と
り
、
資
料
と
し
て
残
し
た
。
丸
山
文
庫
で
は
、
図
書
館
の
通
常
の

分
類
法
に
よ
ら
ず
、丸
山
家
で
の
配
列
順
に
よ
っ
て
書
物
が
配
架
さ
れ
て
い
る
が
、
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そ
れ
は
こ
の
と
き
の
写
真
に
よ
る
。
丸
山
の
思
想
が
書
物
の
配
列
順
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。

（
３
）
蔵
書
中
の
手
沢
本
や
厖
大
な
草
稿
資
料
類
を
ど
の
よ
う
に
一
般
の
利
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
問
題
は
早
く
か
ら
関
係
者
に
よ
っ
て
意
識
さ

れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
丸
山
の
指
導
を
う
け
た
研
究
者
が
丸
山
文
庫
協
力
の
会

を
組
織
し
、
資
料
の
調
査
や
整
理
に
従
事
す
る
体
制
が
と
ら
れ
た
。
松
沢
氏
の
呼

び
か
け
で
、
植
手
通
有
、
飯
田
泰
三
、
宮
村
治
雄
、
渡
辺
浩
、
平
石
の
六
名
が
参

加
し
た
。『
丸
山
眞
男
集
』『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
の
編
集
に
従
っ
た
者
た
ち
で
あ

る
。
の
ち
に
作
業
の
進
行
に
つ
れ
て
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
が
痛
感
さ
れ
、
若
手
研

究
者
の
協
力
を
あ
お
い
だ
（
現
在
の
会
員
数
は
、
植
手
氏
が
亡
く
な
り
、
苅
部
直
、

眞
壁
仁
、
中
田
喜
万
、
河
野
有
理
を
加
え
た
九
名
）。

以
上
に
よ
っ
て
準
備
段
階
の
基
本
的
な
組
織
が
整
い
、
九
九
年
春
以
降
の
図
書

館
へ
の
搬
入
を
う
け
て
、
九
九
年
一
一
月
か
ら
、
草
稿
資
料
類
の
調
査
が
始
ま
っ

た
。
予
算
面
で
い
う
と
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
は
、
丸
山
夫
人
か
ら
の
多
額
の
寄

付
金
を
原
資
と
す
る
「
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
維
持
運
用
基
金
規
程
」
が

制
定
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
一
一
年
一
〇
月
七
日
に
夫
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
丸

山
家
の
不
動
産
と
丸
山
の
著
作
権
は
女
子
大
に
遺
贈
さ
れ
た
。
文
庫
の
資
金
的
な

裏
づ
け
の
面
で
、
夫
人
の
貢
献
は
非
常
に
大
き
い
。

Ⅳ

各
種
資
料
の
調
査
か
ら
公
開
に
い
た
る
経
緯

丸
山
家
か
ら
女
子
大
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
、
大
別
し
て
書
籍
（
図
書
・
雑
誌
・

楽
譜
の
別
が
あ
る
）
と
草
稿
資
料
類
と
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
書
籍
と
草
稿
資
料

類
と
で
は
資
料
の
あ
り
方
が
違
い
、
そ
れ
に
応
じ
て
整
理
や
分
類
、
公
開
ま
で
の

進
捗
状
況
や
、
作
業
の
担
い
手
も
異
な
る
の
で
、
以
下
で
は
（
１
）
丸
山
の
旧
蔵

書
と
、（
２
）
丸
山
の
草
稿
資
料
類
と
に
わ
け
て
紹
介
す
る
。

（
１
）
書
籍
に
関
し
て
は
、
図
書
館
員
（
中
村
淳
介
司
書
）
が
精
力
的
に
整
理
を

進
め
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
一
応
完
了
し
た
。
そ
の
整
理
を
元
に
『
丸
山
眞
男

文
庫
寄
贈
図
書
資
料
目
録
』
が
作
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
三
月
二
一
日
に
女
子
大
で

丸
山
夫
人
に
贈
呈
さ
れ
た
（
関
係
者
に
も
配
布
）。
図
書
一
万
七
四
〇
〇
冊
、
雑
誌

一
二
二
七
タ
イ
ト
ル
、
計
約
三
万
六
〇
〇
〇
冊
で
あ
り
、
約
二
年
と
い
う
短
期
間

で
の
完
成
は
、
図
書
館
員
の
熱
心
な
仕
事
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
か
里
夫
人
は

非
常
に
感
激
さ
れ
、「
奇
し
く
も
明
日
は
丸
山
の
誕
生
日
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

目
録
の
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
か
喜
ぶ
こ
と
と
思
い

ま
す
」
と
謝
意
を
表
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
折
に
船
本
学
長
か
ら
、
丸
山
研
究
を
中

心
に
し
た
比
較
思
想
に
関
す
る
研
究
教
育
の
拠
点
に
女
子
大
を
し
た
い
と
い
う
希

望
が
述
べ
ら
れ
、
大
隅
氏
か
ら
「
丸
山
文
庫
の
発
展
的
構
想
案
」
が
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
「
構
想
案
」
の
具
体
化
と
し
て
、
丸
山
文
庫
準
備
委
員
会
は
二
〇
〇
一
年

六
月
に
解
散
し
、
か
わ
り
に
同
年
一
〇
月
、
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
が
開
所
さ
れ
た
（
セ
ン
タ
ー
長
は
大
隅
氏
）。
そ
し
て
翌
年
一
月
の

理
事
会
で
、
比
較
文
化
研
究
所
に
附
置
さ
れ
る
形
で
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研

究
セ
ン
タ
ー
（
略
称
「
丸
山
セ
ン
タ
ー
」）
の
設
置
が
正
式
に
決
定
さ
れ
、
現
在
に

つ
な
が
る
丸
山
文
庫
の
管
理
運
営
体
制
が
で
き
た
。
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な
お
二
〇
〇
五
年
三
月
に
、
こ
の
丸
山
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
と
し
て
『
丸
山
眞

男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
の
創
刊
号
が
出
さ
れ
、
以
後
ほ
ぼ
毎
年

三
月
に
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
セ
ン
タ
ー
長
だ
っ
た
黒
沢
文
貴
教

授
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
と
く
に
創
刊
号
は
、
丸
山
文
庫
設
立
前
後
か
ら
二
〇

〇
五
年
当
時
に
い
た
る
各
種
の
資
料
や
年
譜
を
収
録
し
て
お
り
、
資
料
的
な
価
値

が
高
い
。

話
を
元
に
戻
す
と
、『
図
書
目
録
』
が
完
成
し
た
二
〇
〇
一
年
三
月
時
点
で
、
丸

山
家
か
ら
の
寄
贈
は
ま
だ
続
い
て
お
り
、
今
回
の
『
目
録
』
は
二
〇
〇
一
年
二
月

半
ば
ま
で
に
贈
ら
れ
た
も
の
を
対
象
と
し
、
そ
れ
以
後
の
も
の
は
い
ず
れ
増
補
版

を
作
る
は
ず
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
『
目
録
』
は
丸
山
家
に
対
し
て
寄
贈
書
目
の
明

細
を
で
き
る
だ
け
早
く
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
発
行
部
数
も
わ
ず

か
で
内
容
も
簡
略
を
旨
と
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
国
内
外
の
研
究
者
に
資
す
る
た

め
に
本
格
的
な
目
録
が
必
要
と
い
う
こ
と
は
当
事
者
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
刊
行
計
画
も
あ
っ
た
。

し
か
し
手
沢
本
の
情
報
を
反
映
し
た
目
録
を
作
る
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か

り
、し
か
も
い
っ
た
ん
冊
子
体
で
作
っ
て
し
ま
う
と
、あ
と
で
増
訂
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
改
訂
し
に
く
い
。
作
業
を
進
め
る
中
で
こ
う
し
た
点
が
自
覚
さ
れ
、
冊

子
体
の
か
わ
り
に
電
子
媒
体
で
デ
ー
タ
を
構
築
し
、
そ
れ
を
一
般
に
提
供
す
る
方

針
に
転
じ
た
。
し
た
が
っ
て
丸
山
文
庫
の
書
籍
に
関
す
る
目
録
は
、
冊
子
体
と
し

て
は
二
〇
〇
一
年
三
月
の
も
の
し
か
な
い
。
し
か
し
各
地
の
図
書
館
か
ら
入
手
し

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
女
子
大
は
外
部
資
金
を
獲
得
し
て
、
目
録
の
新
版
の
刊

行
を
計
画
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

他
方
で
手
沢
の
な
い
図
書
は
な
る
べ
く
早
く
公
開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ

の
た
め
に
中
村
司
書
が
所
蔵
本
に
関
し
て
、
松
沢
・
牛
田
氏
の
選
別
を
元
に
し
て

手
沢
の
有
無
を
一
冊
ご
と
に
再
点
検
し
、
手
沢
本
の
リ
ス
ト
を
作
る
仕
事
を
始
め

た
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
手
沢
の
ご
く
少
な
い
本
（
一
〜
二
箇
所
程
度
の
も
の
）

を
ど
う
扱
う
か
で
あ
っ
た
。
手
沢
の
な
い
本
と
同
様
に
公
開
す
る
と
い
う
意
見

と
、
そ
れ
で
は
手
沢
箇
所
が
不
明
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
閉
架
に
お
く
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。
方
針
を
決
め
る
た
め
に
も
、
手
沢
の
質
と
量
と
が
ど
れ
位
か
に

つ
い
て
全
体
像
を
も
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
協
力
の
会
の
一
名
が
、
二
〇
〇

四
年
秋
か
ら
、中
村
司
書
の
作
っ
た
リ
ス
ト
を
元
に
手
沢
本
の
調
査
に
入
っ
た（
約

五
八
〇
〇
冊
）。
一
応
の
目
安
と
し
て
、
一
冊
に
つ
い
て
、
一
〜
二
箇
所
程
度
の
折

込
み
や
書
込
み
（
下
線
、
傍
線
、
レ
点
な
ど
を
含
む
）
が
あ
る
も
の
を
グ
レ
ー
ド

１
、
そ
れ
が
数
カ
所
に
上
る
も
の
を
Ｇ
２
、
さ
ら
に
多
い
本
を
Ｇ
３
、
と
く
に
重

要
な
も
の
を
Ｇ
４
と
す
る
、
と
い
う
規
準
で
分
類
し
た
。
翌
年
三
月
ま
で
に
一
応

の
グ
レ
ー
ド
付
け
を
終
え
た
。
そ
し
て
Ｇ
１
本
に
つ
い
て
は
、
結
局
、
閉
架
書
庫

に
置
く
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
手
沢
の
な
い
図
書
（
約
一
万

二
二
〇
〇
冊
、
寄
贈
図
書
の
約
七
割
）
の
公
開
を
は
じ
め
た
。
た
だ
こ
の
結
果
、

そ
れ
ま
で
丸
山
家
で
の
配
列
順
序
に
従
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
本
の
う
ち
、
手
沢

本
（
＋
貴
重
書
等
）
が
閉
架
書
庫
に
別
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
元
の
配
列
順
序

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
元
の
順
序
を
画
像
上
で
再
現
し
た
の
が
、
二
〇
一
五
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年
三
月
に
公
開
し
た
丸
山
文
庫
の
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
で
あ
る
。
こ
の
作
成
に
か
つ

て
の
写
真
が
役
立
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

話
を
元
に
戻
す
と
、
手
沢
の
な
い
図
書
を
公
開
し
た
後
、
手
沢
本
の
保
存
と
公

開
の
方
法
を
め
ぐ
り
関
係
者
が
何
度
か
協
議
し
た
。
原
物
の
劣
化
を
防
ぎ
、
手
沢

箇
所
が
後
世
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
案
と
、
電
子
化
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
画
像
と
し
て
提
供
す
る
案
と
が
あ
っ
た
。
議
論

の
結
果
、
後
者
が
採
用
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
業
者
が

手
沢
箇
所
の
同
定
作
業
を
行
い
、
翌
年
に
か
け
て
グ
レ
ー
ド
２
以
上
の
約
二
三
〇

〇
冊
が
走
査
さ
れ
た
。

た
だ
業
者
の
と
っ
た
画
像
が
丸
山
の
書
込
み
や
折
込
み
箇
所
の
も
の
か
否
か
、

ま
た
と
る
べ
き
箇
所
の
見
落
と
し
が
な
い
か
等
に
つ
き
、
画
像
と
手
沢
本
と
を
照

合
し
て
点
検
す
る
必
要
が
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
の
春
か
ら
一
名
が
こ
の
作
業
を
始

め
た
。
し
か
し
す
べ
て
の
頁
を
繰
っ
て
画
像
と
の
一
致
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

等
の
諸
事
情
で
非
常
に
時
間
が
か
か
り
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
も
え
て
、
よ
う

や
く
二
〇
〇
九
年
中
に
全
部
の
画
像
資
料
の
点
検
を
お
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
準
備
を
へ
て
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
閉
架
図
書
の
公
開
を
始
め
た
。

書
込
み
等
の
箇
所
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
画
像
を
女
子
大
図
書
館
の
専
用
端
末
で
閲
覧
す
る
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
書
籍
の
場
合
、
元
の
著
者
の
著
作
権
や
出
版
元
の
版

面
権
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
ネ
ッ
ト

上
で
の
公
開
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。（
な
お
こ
れ
と
は
別
に
、
丸
山
の
書
込

み
が
と
く
に
多
い
二
〇
冊
に
つ
い
て
は
簡
易
複
製
本
を
作
り
、
二
〇
〇
九
年
七
月

か
ら
公
開
し
て
い
る
）。

以
上
で
図
書
の
手
沢
本
の
整
理
と
公
開
は
お
わ
っ
た
が
、
ま
だ
雑
誌
と
楽
譜
が

残
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
雑
誌
へ
の
書
込
み
に
関
し
て
は
、
協
力
の
会
の
一
名
が

二
〇
一
〇
年
度
に
調
査
を
は
じ
め
、
電
子
化
が
必
要
な
資
料
を
同
定
し
、
業
者
に

走
査
作
業
を
依
頼
し
て
、
翌
年
度
中
に
検
収
を
お
え
た
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
五

月
に
、
手
沢
の
有
無
を
問
わ
ず
、
約
一
万
八
〇
〇
〇
冊
を
全
面
公
開
し
た
。
丸
山

の
書
込
み
等
の
な
い
一
九
六
一
年
以
降
の
発
行
雑
誌
（
約
一
万
二
五
〇
〇
冊
）
は

開
架
に
お
か
れ
、
他
方
、
閉
架
書
庫
に
は
、
丸
山
に
よ
る
書
込
み
等
の
あ
る
雑
誌
、

一
九
六
〇
年
以
前
に
出
さ
れ
た
雑
誌
、
丸
山
家
で
書
庫
以
外
の
書
斎
・
寝
室
・
応

接
間
に
あ
っ
た
雑
誌
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
（
約
五
四
〇
〇
冊
）。
閲
覧
方
法
は

図
書
と
同
じ
で
あ
る
。

最
後
に
楽
譜
類
に
関
し
て
。
土
合
文
夫
教
授
が
二
〇
一
〇
年
春
か
ら
二
〇
一
一

年
秋
に
か
け
て
調
査
し
、「
丸
山
文
庫
楽
譜
蔵
書
の
調
査
を
ひ
と
ま
ず
終
え
て
」
を

発
表
し
た
（『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
七
号
）。
こ
れ
を
う
け
て
二
〇
一
三
年
五
月
に
、

丸
山
に
よ
る
書
込
み
等
の
な
い
楽
譜
類
、
約
一
三
〇
点
を
開
架
で
公
開
し
た
。
ま

た
書
込
み
等
が
あ
る
楽
譜
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
か
ら
一
年
か
け
て
段

階
的
に
公
開
し
た
。
い
ま
で
は
書
込
み
等
の
あ
る
楽
譜
四
三
四
点
が
す
べ
て
閲
覧

で
き
る
。
閲
覧
方
法
は
図
書
・
雑
誌
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
楽
譜
の
調
査
を
土
合

氏
に
依
頼
し
た
の
は
当
時
の
現
代
教
養
学
部
長
安
藤
信
廣
教
授
で
あ
り
、
安
藤
氏

は
丸
山
セ
ン
タ
ー
長
を
二
期
四
年
、
現
代
教
養
学
部
長
を
二
期
四
年
、
今
は
ま
た

丸山眞男文庫の意義と可能性について（平石直昭）
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図
書
館
長
と
し
て
、
丸
山
文
庫
の
発
展
の
た
め
に
尽
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
も
氏
の
尽
力
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

以
上
で
、
文
庫
の
蔵
書
の
公
開
は
す
べ
て
完
了
し
た
。
一
九
九
九
年
春
の
図
書

館
員
に
よ
る
調
査
開
始
か
ら
数
え
る
と
一
六
年
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
、
楽
譜
も
含
め
て
丸
山
の
書
込
み
、
折
込
み

箇
所
が
す
べ
て
電
子
画
像
と
し
て
保
存
さ
れ
、
ま
た
一
般
に
公
開
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
学
術
的
な
意
義
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
る
。

（
２
）
草
稿
資
料
類
の
調
査
か
ら
公
開
ま
で
の
経
緯

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
業
に
は
主
に
文
庫
協
力
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が

あ
た
っ
た
。
調
査
開
始
は
一
九
九
九
年
一
一
月
初
め
で
、
丸
山
家
か
ら
文
庫
に
搬

入
さ
れ
た
資
料
類
は
、
仮
の
番
号
数
で
い
う
と
約
一
〇
七
〇
件
だ
っ
た
。
し
か
し

中
に
は
段
ボ
ー
ル
一
箱
に
一
つ
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
、

実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
分
量
に
な
り
、
調
査
に
ど
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
の
か
、
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
。

調
査
を
開
始
す
る
前
に
、
調
査
票
の
書
式
が
決
め
ら
れ
た
。
当
該
資
料
が
丸
山

の
自
筆
か
他
筆
か
、
コ
ピ
ー
か
の
別
。
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
な
い
し
作
成
時
期
、
枚

数
、
用
紙
の
大
き
さ
、
既
刊
の
丸
山
著
述
と
の
関
係
、
未
発
表
か
否
か
、
さ
ら
に

当
該
資
料
に
関
し
て
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
、
そ
の
記
録
、
さ
ら
に
学
術
的

価
値
や
資
料
の
劣
化
度
の
評
価
な
ど
。
こ
れ
ら
を
一
点
一
点
の
資
料
に
関
し
て
調

査
し
て
い
っ
た
。
約
一
〇
〇
〇
件
あ
っ
た
の
で
、
五
人
が
手
分
け
し
て
ほ
ぼ
二
〇

〇
件
ず
つ
分
担
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
そ
の
う
ち
四
人
は
当
時
五
〇
歳
代
半
ば

で
あ
り
、
勤
務
先
大
学
で
管
理
の
役
割
を
担
い
、
十
分
時
間
が
割
け
な
い
と
い
う

よ
う
な
事
情
が
生
じ
た
り
し
、
四
年
後
の
二
〇
〇
三
年
秋
に
、
調
査
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
（
第
一
段
階
）。

こ
れ
で
草
稿
資
料
類
の
内
容
は
一
応
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
公

開
す
る
た
め
に
は
利
用
者
が
検
索
す
る
た
め
の
目
録
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
各
資
料
を
適
当
な
項
目
に
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
既
存
の

モ
デ
ル
が
な
く
、
丸
山
が
遺
し
た
資
料
に
即
し
て
新
た
に
項
目
を
考
案
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
整
理
票
・
分
類
票
を
作
り
、
調
査
票
の
情
報
に
基
づ
い
て
、

各
資
料
を
整
理
票
・
分
類
票
に
記
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
作
業
を
進
め
る
た
め
、

前
に
の
べ
た
よ
う
に
四
人
の
若
手
研
究
者
の
協
力
を
え
た
。
結
果
と
し
て
二
年
後

の
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
に
、
こ
の
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
こ
の
分
類
作
業
は
数
名
が
分
担
し
て
行
っ
た
の
で
、
個
々
の
資
料
を
ど
の

項
目
に
分
類
す
る
か
に
関
し
て
、
不
統
一
の
生
じ
て
い
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
い
ま
述
べ
た
分
類
作
業
と
並
行
し
て
、
二
〇
〇
四
年
九
月
か
ら
一
名
が
、
他
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
整
理
票
・
分
類
票
へ
の
記
入
を
原
資
料
と
照
合
し
つ
つ
点
検
す

る
作
業
を
は
じ
め
、
二
年
を
経
て
二
〇
〇
六
年
八
月
に
そ
の
作
業
を
終
え
た
。
つ

ま
り
整
理
分
類
に
三
年
を
要
し
た
（
第
二
段
階
）。
最
初
の
調
査
開
始
か
ら
数
え

る
と
一
九
九
九
年
一
一
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
八
月
ま
で
、
約
七
年
か
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
な
お
こ
の
作
業
と
併
行
し
て
、
資
料
の
劣
化
を
防
ぐ
目
的
で
、
各
資
料

を
中
性
紙
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
と
い
う
作
業
も
、
若
手
の
協
力
を
え
て
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
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以
上
の
資
料
整
理
と
分
類
作
業
を
経
て
公
開
の
準
備
作
業
に
入
っ
た
が
、
こ
の

過
程
で
ま
た
幾
つ
か
の
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
①
利
用
者
の
便
宜
を
考
え
て
、
二

項
目
以
上
に
重
複
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
資
料
を
一
項
目
に
し
ぼ
る
こ

と
に
し
た
の
で
、
そ
の
改
訂
が
必
要
に
な
っ
た
。
②
当
初
は
冊
子
体
の
形
で
目
録

を
作
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
予
想
さ
れ
る
業
務
量
の
厖
大
さ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

資
料
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
上
に
漸
次
登
録
し
て
ゆ
く
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
す

る
と
資
料
の
タ
イ
ト
ル
を
よ
り
簡
潔
な
も
の
に
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
③
資
料
が

入
れ
ら
れ
て
い
た
封
筒
に
は
、
丸
山
が
付
し
た
タ
イ
ト
ル
や
女
子
大
搬
入
以
前
に

関
係
者
が
付
し
た
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
封
筒
の
中
身
を
正

確
に
反
映
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
公
開
用
の
タ
イ
ト
ル
と
す
れ
ば
、

利
用
者
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
中
身
と
一
致
す
る
タ
イ
ト
ル

に
改
訂
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
④
デ
ジ
タ
ル
資
料
で
提
供
す
る
と
し
て
、
多
く
の

草
稿
資
料
類
の
中
か
ら
、
ど
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
を
選
別
し
、
ま
た
走

査
す
る
作
業
が
必
要
に
な
っ
た
（
第
三
段
階
）。

こ
う
し
た
作
業
を
遂
行
す
る
上
で
、
新
た
に
若
手
研
究
者
に
加
わ
っ
て
も
ら
い

大
き
な
協
力
を
得
た
（
佐
藤
美
奈
子
、
山
辺
春
彦
、
川
口
雄
一
。
の
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
後
に
は
、
金
子
元
、
播
磨
崇
晃
、
堀
内
健
司
が
こ
れ
に
加
わ
る
）。
こ
れ

ら
の
人
た
ち
は
、
女
子
大
関
係
部
局
と
の
連
絡
調
整
、
各
種
の
会
議
や
催
し
物
の

た
め
の
準
備
と
記
録
の
作
成
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
情
報
入
力
、
公
開
を
決
定
し

た
資
料
の
走
査
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
的
な
役
割
を
は

た
し
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
の
尽
力
な
し
に
は
文
庫
の
現
在
は
な
か
っ
た
こ
と
を

明
記
し
て
お
き
た
い
。

こ
う
し
た
準
備
を
へ
て
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
草
稿
資
料
類
の
部
分
公
開
を
開

始
し
た
。
分
類
大
項
目
は
第
一
か
ら
第
一
五
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
第
一
部

〜
第
七
部
の
約
三
〇
〇
〇
点
で
あ
る
。
公
開
の
た
め
に
丸
山
文
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
き
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
用
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
運
用
を
開
始
し
た
。
つ
づ
い
て

翌
年
七
月
に
分
類
大
項
目
第
八
部
の
約
三
〇
〇
件
、さ
ら
に
二
〇
一
一
年
七
月
に
、

分
類
大
項
目
の
第
一
〇
部
〜
第
一
五
部
の
約
七
〇
〇
件
。
こ
れ
で
丸
山
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
草
稿
類
は
す
べ
て
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
第
九
部
が
欠
け
て

い
る
の
は
、
そ
の
項
目
が
書
簡
に
あ
て
ら
れ
、
非
公
開
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅴ

丸
山
文
庫
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て

（
１
）
丸
山
研
究
を
深
め
る
上
で
も
つ
意
義
。
最
晩
年
に
丸
山
は
自
己
を
思
想

史
学
者
と
よ
び
、
思
想
家
で
は
な
い
と
語
っ
た
。
し
か
し
彼
の
思
想
史
研
究
は
、

学
問
的
関
心
と
同
時
に
、
時
代
に
対
す
る
批
判
や
抵
抗
と
い
う
超
学
問
的
な
動
機

や
関
心
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、「
超
国
家
主

義
の
論
理
と
心
理
」、『
政
治
の
世
界
』、
あ
る
い
は
福
沢
の
著
作
に
強
く
惹
か
れ
た

動
機
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
思
想
的
側
面
を
み
な
い

と
、
丸
山
の
作
品
を
本
当
に
理
解
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
ま
た
彼
の
学
問
は
彼

の
人
格
形
成
史
、
個
人
史
と
不
可
分
で
も
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
著
述
に
現
わ
れ

た
彼
の
学
問
や
思
想
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。
巨
大
な
彼
の
全
体
像
に
迫
る

上
で
、
こ
の
文
庫
は
多
数
の
貴
重
な
資
料
を
蔵
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
の
日
本
の

知
識
人
が
い
か
に
時
代
の
課
題
と
格
闘
し
な
が
ら
、
思
想
と
学
問
を
形
成
し
て
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い
っ
た
か
。
丸
山
と
い
う
巨
人
に
即
し
て
そ
の
足
跡
を
辿
れ
る
。

丸
山
は
戦
後
民
主
主
義
の
旗
手
と
い
わ
れ
る
。「
戦
後
民
主
主
義
の
虚
妄
に
賭

け
る
」
と
い
う
言
葉
が
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
し
か
し
敗
戦
後
の
新
聞
紙
面
を

読
め
ば
、
民
主
主
義
の
必
要
や
そ
の
特
徴
を
論
じ
た
論
説
は
丸
山
に
先
が
け
て
数

多
く
あ
る
。
丸
山
の
特
徴
は
む
し
ろ
、
敗
戦
後
の
半
年
間
、
自
分
の
内
部
で
対
話

を
重
ね
、
戦
前
天
皇
制
の
下
で
自
分
が
無
意
識
裡
に
身
に
つ
け
て
い
た
価
値
意
識

や
思
考
様
式
を
対
象
化
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
人
民
主
権
の
立
場
に
た
ど
り
着
い

た
点
に
あ
る
。
そ
の
転
向
経
験
が
大
き
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
民
主
主
義
者
に
な

る
に
は
内
面
の
革
命
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
点
に
遡
っ
て
、
も
う

一
度
民
主
主
義
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
ル
と
し
て
自
分
を
鍛
え
直
す
必
要

が
あ
る
。
そ
の
作
業
を
各
自
が
く
り
返
し
行
っ
て
ゆ
く
た
め
の
重
要
な
素
材
が
、

こ
の
文
庫
に
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
日
本
の
知
識
人
運
動
や
、
内
外
の
知
識
人
が
つ
く
る
知
的
交
流
の
軌
跡
を

明
ら
か
に
す
る
資
料
が
数
多
く
あ
る
。
吉
野
源
三
郎
が
整
理
し
た
平
和
問
題
談
話

会
関
係
の
資
料
が
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に
岩
波
書
店
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
（
段
ボ
ー

ル
三
箱
分
）、
ま
た
二
〇
〇
四
年
八
月
に
は
、
丸
山
家
か
ら
厖
大
な
量
の
丸
山
宛
書

簡
類
が
追
加
寄
贈
さ
れ
た
（
段
ボ
ー
ル
二
六
箱
分
）。
privacy
に
関
わ
る
面
が
あ

る
た
め
、
調
査
に
は
慎
重
な
配
慮
が
必
要
だ
が
、
内
容
が
学
術
的
に
重
要
で
あ
り
、

ま
た
privacy
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
書
簡
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
継
承
者
の

同
意
を
え
て
、
試
行
的
に
公
開
す
る
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
。『
セ
ン
タ
ー
報
告
』

第
九
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
吉
野
源
三
郎
か
ら
丸
山
宛
の
書
簡

三
六
点
の
覆
刻
は
そ
の
最
初
の
例
で
あ
る
（
竹
田
行
之
氏
校
注
）。
来
年
三
月
刊

行
予
定
の
第
一
二
号
に
は
加
藤
周
一
（
含
、
矢
島
翠
）
か
ら
の
来
簡
が
覆
刻
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
（
鷲
巣
力
氏
校
注
）。

（
３
）
個
人
の
文
庫
を
作
っ
て
ゆ
く
際
に
、
ど
ん
な
条
件
が
必
要
な
の
か
を
検
討

す
る
上
で
実
験
的
な
例
と
し
て
意
義
を
も
つ
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
蔵
書
や
草
稿

資
料
類
を
収
め
る
書
庫
ス
ペ
ー
ス
、
資
料
の
調
査
や
情
報
入
力
等
を
行
う
作
業
用

ス
ペ
ー
ス
、
資
料
の
調
査
や
整
理
に
あ
た
る
専
門
家
の
確
保
、
情
報
入
力
や
ア
ー

カ
イ
ブ
の
シ
ス
テ
ム
維
持
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ
、
資
料
の
出
納
要
員
、
こ
れ
ら
を

裏
づ
け
る
予
算
の
確
保
と
管
理
運
営
組
織
の
体
制
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点

で
、
女
子
大
内
外
の
関
係
者
や
関
係
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
は
た
し
、
緊
密

に
協
力
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
丸
山
文
庫
は
で
き
て
い
る
。

二
〇
世
紀
の
日
本
は
優
れ
た
多
く
の
人
文
・
社
会
科
学
者
を
う
ん
だ
。
し
か
し

そ
の
蔵
書
や
草
稿
類
は
遺
憾
に
も
散
逸
す
る
か
、
文
庫
と
し
て
残
る
場
合
も
、
幾

つ
か
の
大
学
や
機
関
等
に
分
散
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
は
そ

れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
っ
た
は
ず
で
軽
々
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
知
的
遺
産

の
継
承
と
い
う
点
で
は
、
一
括
所
蔵
と
公
開
が
望
ま
し
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ

う
し
た
点
で
丸
山
文
庫
は
一
つ
の
範
例
と
し
て
の
意
義
を
も
ち
、
世
界
の
学
術
界

に
対
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
信
ず
る
。

ま
た
日
本
に
関
し
て
い
え
ば
、
日
本
に
人
文
社
会
科
学
の
し
っ
か
り
と
し
た
伝

統
を
作
り
上
げ
る
上
で
、
一
つ
の
里
程
標
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
と
思
う
。
晩
年

の
丸
山
は
、
大
学
は
過
去
の
知
識
の
貯
蔵
庫
だ
と
述
べ
た
。
そ
こ
に
く
り
返
し
立
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ち
戻
る
こ
と
で
、
現
在
の
状
況
を
相
対
化
し
、
新
た
な
分
析
視
点
や
解
決
の
た
め

の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
社
会
に
学
問
的
な
思
考
を
根
付
か
せ
て
ゆ

く
た
め
に
は
、
市
民
が
共
通
の
「
古
典
」
の
伝
統
を
創
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
広
く
公
開
さ
れ
た
丸
山
文
庫
は
、
そ
の
た
め
の
有
力
な
拠
点
に
な

る
と
考
え
る
。

質
疑
応
答

司
会
（
安
藤
信
廣
）
平
石
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
時
間
が
だ
い
ぶ
お
し
て
お
り
ま
す
が
、ま
だ
少
し
時
間
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
挙
手
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
吉
野
源
三
郎
が
関
わ
っ
て
い
た

平
和
問
題
談
話
会
関
係
の
資
料
と
書
簡
三
六
点
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
平
石
先
生
が
ご
存
知
の
範
囲
で
、
ど
う
い
っ
た
や
り
と
り
が
さ
れ
て

い
る
書
簡
な
の
か
、
ち
ょ
っ
と
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

平
石

は
い
、
吉
野
書
簡
は
二
〇
一
四
年
三
月
発
行
の
『
丸
山
眞
男
記
念
比
較

思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
た
と
え
ば
岩
波
書
店
が
『
日
本
思
想
大
系
』
を
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
思
想
史
を
研
究
し
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
の
テ
キ
ス
ト
を

体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
編
集
委
員
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
、
吉

野
さ
ん
が
何
と
い
っ
て
も
頼
り
に
し
て
い
た
の
は
丸
山
眞
男
と
吉
川
幸
次
郎
さ
ん

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ラ
ッ
セ
ル

財
団
の
日
本
協
力
委
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
ど
う
す
る
か
と
か
、
運

用
方
法
を
ど
う
す
る
か
と
か
を
相
談
す
る
内
容
の
も
の
。
ま
た
、
安
倍
能
成
さ
ん

が
平
和
問
題
談
話
会
を
ど
の
よ
う
に
今
後
進
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

て
、
丸
山
さ
ん
は
非
常
に
安
倍
さ
ん
に
信
用
が
あ
る
か
ら
、
ぜ
ひ
会
っ
て
話
を
聞

か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
内
容
の
も
の
な
ど
で
す
。
か
な
り
機
微
に
わ
た

る
記
述
が
あ
り
ま
す
。

平
和
問
題
談
話
会
の
関
連
資
料
の
中
身
を
私
は
ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
詳

し
い
こ
と
は
存
じ
ま
せ
ん
。
松
沢
弘
陽
さ
ん
が
内
容
を
よ
く
調
査
さ
れ
た
の
で
、

ご
存
知
の
は
ず
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
本
日
は
欠
席
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
補
足
し
ま
す
と
、
そ
も
そ
も
「
協
力
の
会
」
と
い
う
も
の
を
呼
び
か

け
た
の
は
松
沢
弘
陽
氏
で
す
し
、
そ
れ
か
ら
こ
の
一
六
、七
年
く
ら
い
に
わ
た
っ

て
丸
山
文
庫
の
作
業
に
一
番
時
間
を
使
わ
れ
た
の
は
、
公
平
に
言
っ
て
、
松
沢
弘

陽
氏
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
丸
山
の
思
想
・
学
問
、
あ

る
い
は
人
格
と
い
う
も
の
に
た
い
す
る
松
沢
さ
ん
の
敬
仰
と
、
そ
れ
か
ら
丸
山
を

支
え
た
丸
山
夫
人
に
た
い
す
る
松
沢
さ
ん
の
敬
意
と
い
う
も
の
が
、
そ
う
い
う

サ
ー
ビ
ス
・
ア
ン
ド
・
サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス

―
東
京
女
子
大
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
け

れ
ど
も

―
そ
う
い
う
心
構
え
が
文
庫
の
作
業
を
や
ら
れ
た
根
本
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
私
の
推
測
で
す
け
れ
ど
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

司
会

そ
れ
で
は
ほ
か
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

―
先
生
方
の
非
常
に
貴
重
な
努
力
で
、
後
進
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
有
意
義

な
文
庫
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
質
問

丸山眞男文庫の意義と可能性について（平石直昭）
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は
、
配
布
資
料
の
七
頁
の
二
段
落
（
本
書
一
二
二
頁
）
の
と
こ
ろ
で
「
転
向
経
験
」

と
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
日
本
が
敗
れ
た
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
で

生
じ
た
の
か
、
あ
る
い
は
新
し
い
人
権
な
り
民
主
主
義
と
い
う
も
の
を
受
け
容
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
契
機
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、

そ
れ
は
何
か
ら
の
「
転
向
」
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
石

ご
質
問
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
転
向
」
と
い
う
言
葉
は
、
丸

山
自
身
が
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
の
な
か
で
使
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
て
っ
と

り
早
く
い
え
ば
、
戦
前
の
天
皇
制
と
い
う
の
を
立
憲
主
義
的
に
解
釈
し
て
、
そ
れ

は
や
は
り
守
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
ド
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と

彼
が
い
っ
て
い
た
も
の
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
人
民
主
権
と
い
う
立
場
へ
の「
転
向
」

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、「
昭
和
天
皇
を
め
ぐ
る
き
れ
ぎ
れ
の
回
想
」
と
い
う
文
章
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
丸
山
が
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
敗
戦
後
半
年
間
の
模
索
を
経

て
、
よ
う
や
く
論
文
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
の
立
場
へ
と
た
ど
り
着
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
を
こ
こ
で
は
「
転
向
経
験
」
と
申
し
上
げ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

司
会

ま
だ
ご
質
問
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
と
一
人
だ
け
。

―
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
の
で
、
一
般
の
レ
ベ
ル
で

ち
ょ
っ
と
お
話
し
し
ま
す
。
今
日
の
テ
ー
マ
と
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
こ
の

東
京
女
子
大
学
の
中
で
学
生
さ
ん
た
ち
と
こ
の
丸
山
文
庫
と
の
関
わ
り
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
の
教
科
書
で
は
、私
が
今
も
っ
て
い
る
平
成
二
三
年
版
で
す
と
、「
「で

あ
る
」こ
と
と
「す
る
」こ
と
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
本
で
学
習
し
た
高

校
生
が
入
学
し
た
と
き
に
、
ま
さ
に
丸
山
文
庫
が
あ
っ
て
、
文
庫
に
か
か
わ
ら
な

く
て
は
卒
業
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
て
（
笑
）。
私
、

実
を
い
う
と
芦
花
公
園
の
そ
ば
に
あ
る
今
の
芦
花
高
校
に
い
た
の
で
す
が
、
私
の

こ
ろ
は
徳
富
蘆
花
の
話
な
ん
か
、一
回
も
授
業
の
中
で
触
れ
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

非
常
に
今
で
も
、
当
時
の
国
語
の
先
生
は
変
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。

そ
う
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
て
。

平
石

た
と
え
ば
今
日
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
女
子
学
生
が
参
加
し
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
彼
女
た
ち
の
中
に
は
丸
山
の
著
作
や
関
連
書
を
読
ん
で
、
感
想
文

を
書
い
た
り
し
て
い
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
受
付
付
近
に
、
女
子
大
生
た
ち

が
書
い
た
感
想
文
が
並
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司
会

東
京
女
子
大
の
教
員
と
し
て
一
言
補
い
ま
す
と
、
図
書
館
と
丸
山
眞
男

記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
、「
東
女
生
が
挑
む

丸
山
眞
男
展
」

と
い
う
企
画
を
こ
の
間
や
っ
て
お
り
、
そ
の
一
端
と
し
て
、
丸
山
眞
男
の
著
作
を

読
ん
だ
学
生
た
ち
の
感
想
文
な
ど
が
受
付
付
近
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
る
べ

く
こ
の
丸
山
文
庫
の
貴
重
な
資
料
を
、
私
ど
も
東
京
女
子
大
学
の
教
育
の
場
に
も

生
か
し
て
い
き
た
い
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
努
力
が
足
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
午
前
の
部
は
以
上
で
終
わ

り
ま
す
。
平
石
直
昭
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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